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■Abstract:  

Morality is generally thought that it is rational cognitive process. 

However, recent neuroscientific studies revealed that unconscious 

emotion possibly affects moral judgment. In this study, we examined 

the relationship between psychophysiological responses to moral 

related words and personal traits by measuring the event-related 

potentials (ERPs) containing four different components. As a result, 

there was no significant difference between each moral conditions and 

non-moral condition. However, we found correlation between N2 

component and “Harm/Care”, “voluntary help” and P3 component 

and “Thinking Extroversion”. These results suggest that the 

individual difference of psychophysiological response to moral related 

words reflect internal personal traits. 

 

■背景 

 一般的に道徳というと、理性的で高次な思考であると考えられがち

である。しかし近年の神経科学の研究からは、感情や無意識的な情

動が道徳に関与することが示唆されている 1,2,3)。情動の中枢である脳

の辺縁系は進化発生的に比較的古く 4)、これが関与することは、道徳

とはヒトが進化の中で培ってきた能力であることを示唆する。 

 社会心理学者の Haidt らは異なる民族を調査し、共通する倫理規範

がみられたことから、人類に生得的な道徳の存在を示唆した 5)。彼らに

よると、その基盤は、「傷つけないこと」「公平性」「内集団への忠誠」

「権威への敬意」「神聖さ・純粋さ」という 5 つの尺度からなる。 

 また情動に関しては、生理心理学の領域において事象関連電位を

用いた研究がなされてきた。事象関連電位とは、ある特定の事象に対

応して現れる脳波である。通常は背景脳波に埋もれているが、試行を

繰り返して加算平均することで波形を得ることができる。 

 Cacioppo らは名詞と形容詞を用い、被験者の主観的な価値観に一

致しない単語では、一致する単語と比べ LPP (late positive potential; 

後期陽性電位)の振幅が大きくなることを示した 6)。Fischler と Bradley

は、情動的単語では中性的単語と比べ LPP 振幅が大きくなることを示

した 7)。また Schupp らの研究では情動的画像を呈示した時に EPN 

(early posterior negativity; 早期後頭陰性電位), LPP, Slow Wave の 3

つの成分で中性画像と差がみられた 8)。 

 以上のように、近年の研究からは人類に共通する道徳や情動の存

在が示唆される一方、現実には信条などに個人差がみられることも事

実である。 

 

■目的 

 以上から事象関連電位を用いて道徳関連刺激呈示時の情動反応

を定量的に捉え、その反応と人間的特性との関係を調べることを目的

とした。 

 

■方法 

［被験者］  

 健常な右利きの日本人男子大学生 16 名（うち２名を解析から除外，

解析対象者の年齢は 24±1 歳，年齢幅は 21-27 歳）を対象とした。 

［タスク］ 

 PC 画面に順次呈示される単語について、意味や概念、イメージを

捉える課題を行った。単語の意味が分からない場合にボタンを押すよ

う指示し、その単語は個々人の解析から除外した。 

 

［刺激・条件］ 

 名詞（主に漢字 2 文字）の単語を用いた。道徳条件として、Haidt ら

の作成した”Moral Foundation Dictionary”から、道徳の５尺度それぞ

れにおける美徳，悪徳に関連した語を和訳し、10 単語ずつ抽出した。 

コントロール条件としては、心理学的情動尺度について標準化された

英単語リスト”ANEW (Affective Norms for English Words)”から、情動

的に中性の単語を 10 語抽出し、道徳に関係しないと思われる語を選

んだ。実験条件は道徳条件 10 条件(5 尺度×美徳/悪徳)、コントロー

ル条件 1 条件の計 11 条件とした。 

図 1 刺激に用いた単語リスト 

［計測項目］ 

◇ 脳波（11 点：Fz, Cz, Pz, Fp1, Fp2, C3, C4, P3, P4, F7, F8(下線箇

所は解析対象外とした)） 

◇ 眼球電図 

◇ 質問紙 

 ・ MFQ (Moral Foundations Questionnaire) 

 ・ YG 性格検査 

 ・ EQS 情動知能スケール 

［手順・実験デザイン］ 

 脳波用電極を装着後、本番とは別の単語でタスク練習を行い、その

後本番タスクを実施した。タスク終了後、MFQ への回答を行った。後

日、YG 性格検査と EQS 情動知能スケールを実施した。 

 1 ブロック 1 条件とし、計 11 ブロックを実施した。各単語は 5 回ずつ

反復して用い、1 ブロックあたり単語を 50 回呈示した(10 単語×5 回)。

単語の呈示時間は 1.5 s とし、単語間には注視点を 1.5〜2.5 s の間で

ランダムに表示した。試行時間は 1 ブロックあたり約 3 分半で、ブロック

間には 2 分程度の休憩を設けた。単語の呈示順序はブロック内でラン

ダムとした。ブロック順序は被験者間でカウンターバランスをとった。 

図 2 実験ブロックデザイン 

［データ処理］ 

 脳波を刺激呈示前 200 ms から刺激呈示後 1500 ms の区間で加算

平均し、事象関連電位の波形を得た。瞬目等のアーティファクトが混

美徳 悪徳 美徳 悪徳 美徳 悪徳 美徳 悪徳 美徳 悪徳
条件1 条件2 条件3 条件4 条件5 条件6 条件7 条件8 条件9 条件10 条件11

1 安全 危害 公平 不公平 国民 敵 服従 反抗 純粋 嫌悪 内容
2 平和 苦痛 平等 偏見 祖国 個別 義務 反逆 清浄 堕落 項目
3 慈悲 争い 正義 不当 家族 詐欺 法律 軽視 神聖 不浄 通過
4 共感 戦い 正当 不正 一族 異端 名誉 反乱 貞節 淫乱 位相
5 賛同 暴力 権利 偏狭 集団 内通者 敬意 敵対 高潔 罪悪 予約
6 配慮 殺害 均等 差別 愛国 裏切り 階級 暴動 純潔 邪悪 名称
7 友好 残虐 同等 排斥 共有 背信 伝統 拒絶 無垢 穢れ 時間
8 保護 破壊 寛容 偏愛 共同体 売国 権威 異議 清潔 冒涜 本体
9 親善 攻撃 調和 不平等 団結 部外者 許可 違法 純真 不潔 方法
10 平穏 確執 中庸 先入観 一致 よそ者 地位 無礼 無邪気 不貞 理論

傷つけないこと 公平性 内集団への忠誠 権威への敬意 神聖さ・純粋さ コント
ロール



入した脳波は、±80 μV を目安に加算から除外した。加算回数は 23

回以上であった。加算回数が 20回を下回った被験者は解析から除外

した。 

［統計解析］ 

 大別して以下の 2 つの統計解析を用いた。 

◇ 多重比較検定(Dunnett 法) 

道徳条件とコントロール条件の比較 

◇ Spearman の順位相関分析 

道徳刺激に対する反応と人間的特性を測る質問紙得点の相関 

 

■結果と考察 

 得られた総加算平均の波形から、N2、P3、N4、P4 の 4 つの成分を解

析の対象とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 総加算平均波形と解析に用いた成分 

［多重比較検定(Dunnett 法)］ 

 いずれの道徳-コントロール条件間でも有意差はみられなかったこと

から、道徳性を反映する成分は得られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 コントロール対道徳各条件の多重比較検定(Dunnett 法)結果 

 

［相関分析］ 

 P3 成分について、全部位にて複数の条件において YG 性格検査

「思考的外向性」の項目との間に有意な負の相関がみられた。「思考

的外向性」は得点が高いとのんきで楽天的で、低得点の場合は思慮

深く些細なことを気にする特性を表す。P3 は課題に対する認知の現

れであるとされる。Sehlmeyer らの研究においては N2 成分が認知的な

不安を表す特性不安と関係が強かったのに対し，P3 成分は身体的・

心理的な不安を表す不安感受性と関係していた 9)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 P3 成分振幅と「思考的外向」間の相関係数 

 N2 成分について、Cz、C3、C4 部位にて幾つかの条件において、

MFQ「傷つけないこと」の間に有意な正の相関が、また EQS「自発的

援助」の項目と有意な負の相関がみられた。「傷つけないこと」は得点

が高いほど他者へのいたわりの気持ちが強いことを表す。「自発的援

助」は得点が高いほど自ら進んで他者を助ける特性が強いことを表す。

N2 成分は感覚情報の注意処理に関連するとされることから 10）、 

他者への思いやりの特性に応じて刺激への注意の度合いが異なる可

能性が示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 N2 成分振幅と「傷つけないこと」「自発的援助」間の相関係数 

 

■まとめ 

 実験の結果、道徳性を直接示す成分はみられなかったが，道徳関

連単語に対して現れた 2 つの事象関連電位成分 N2 と P3 が，他者へ

の思いやりや思考の外向性といったヒトの内面的特性を強く反映する

ことが示唆された．  
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